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Ⅰ．緒　言

労働者健康状況調査（厚生労働省，2003，2013b）によ
ると，仕事や職業生活に関する強い不安・悩み・ストレス
があると回答した人が，2002 年には 61.5％，2012 年には
60.9％だった。仕事や職業生活に関する強い不安，悩み，
ストレスを感じている労働者の割合は高い状態が続いてい
る。メンタルヘルス上の理由により連続 1ヵ月以上休業
し，退職した労働者がいる事業所は 7.6％となっている。
脳・心臓疾患と精神障害の労災補償状況（厚生労働省，
2013a）によれば，仕事による強いストレスなどが原因で
発症した精神障害の労災支給決定数は，2012 年度に 475
件，そのうち 93 件は自殺という状況である。よって職場
におけるメンタルヘルス支援は重要な課題といえる。
医療の現場は高度・複雑化し，医療安全に対する意識の

高まりなどから，より実践的な能力とともに社会的な責任
が求められている。医療業は精神障害の労災補償の請求件
数・決定件数が多い業種に位置（厚生労働省，2013a）す
る。病院看護実態調査（日本看護協会政策企画部，2012）
によれば，2010 年度に長期病気休暇を取得した常勤看護
職員数 7,483 人のうち，メンタルヘルス不調者は 2,669 名
（回答病院数 2,380）を占めていた。メンタルヘルス不調者
の年齢別では，20 歳代が 46.7%を占めている。中村ら

（2006）の職位別に見たストレス調査では，新人看護師の
ストレスが最も高く，その要因として看護実践能力の不
安・職場内での相談のしにくさをあげている。また，真船
（2011）の卒後 1～ 3 年目までの継続的なストレス調査で
は，卒後 2年目の 9月まで強いストレスを感じていたと述
べている。よって，医療の現場で働く看護師の中でも 20
歳代の看護師のストレスは高く，メンタルヘルス支援は重
要といえる。
宗像ら（1986）は新人看護師のリアリティショックにつ
いて，身体的・心理的・社会的な症状を呈し，深刻化する
と早期離職の引き金となると述べ，髙橋ら（2011）は，リ
アリティショックの支援には，看護実践能力向上への支援，
教育担当者やソーシャルサポートによる支援，職場でポジ
ティブな感情が増えるための支援に向けた体制作りが必要
であると述べている。また，高岡ら（2013）は，日本の新
人看護師の多くがバーンアウト状態にあり，リアリティシ
ョックの長期化がバーンアウトや離職を引き起こすことを
示唆している。水田ら（2004）の新卒看護師の精神健康度
の研究では，精神健康度は入職後 3ヵ月が最も悪く，「う
つ傾向」を中等度以上示すものが 3割存在していると報告
している。そのため，新卒看護師が危機的状況に陥らない
ように，「仕事の失敗」や「人間関係」への対処などスト
レスマネジメント教育の強化が必要であると述べている。
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以上のように，リアリティショックやバーンアウト防止
のためにも，新人看護師へのメンタルヘルス支援が必要と
いえる。しかし，新人看護師のメンタルヘルス支援は，方
法や体制などがシステム化されていない状況であるため，
実際に行われている支援方法や体制を整理する必要がある
と考える。そこで，新人看護師へメンタルヘルス支援を実
践している研究をもとに，支援の現状を整理し，今後の課
題を考察したいと考える。

Ⅱ．研究目的

実際に行われている新人看護師へのメンタルヘルス支援
について，文献検討を行い，支援の現状と課題を明らかに
する。

Ⅲ．用語の定義

1．新人看護師のメンタルヘルスの支援：新人看護師の
心の健康の保持増進を目的に行われた支援に限定して用い
る。
2．職場のメンタルヘルス対策に必要な 4つのケア：厚
生労働省（2006）から「労働者の心の健康保持増進のため
の指針」が公示され，事業者が心の健康づくりを実施する
際に 4つのケアの推進が示された。以下のように用語を規
定する。
セルフケア：労働者自らが行うストレスへの気づきと対
処。
ラインによるケア：管理監督者が行う職場環境などの改
善と早期発見のための相談。
事業場内産業保健スタッフ等によるケア：事業場内の産
業医や産業保健師等による，労働者や管理監督者に対する
支援（職場診断，保健指導・健康相談等）。
事業場外資源によるケア：専門的な知識を有する事業場
外支援を活用すること。

Ⅳ．方　法

1．対象文献の検索方法
2004 年から 2014 年 7 月までの 10 年間に発表された文

献を，医学中央雑誌Web Ver．5を用いて「新人」and「看
護師」and「メンタルヘルス」and「原著論文，会議録除く」
をキーワードに検索を行なった結果，139 件の文献が得ら
れた。タイトルおよび抄録から本研究に適する論文として
60 文献に絞り込んだ。さらに 60 文献の熟読を行い，新人
看護師へのメンタルヘルス支援について，実践内容が記述
されている文献 15 件に絞り込み，分析対象とした。

2．分析方法
1）新人看護師へのメンタルヘルス支援の実践内容を，

方法や目的・内容，効果について整理し，表にまとめた。
2）対象文献の実践内容が 4つのケアのどの観点に当て

はまるか検討し，表に整理した。

Ⅴ．結　果

1．対象文献の概要
1）新人看護師へのメンタルヘルス支援に関する論文の
発行年

2007 年 1 件（長谷川ら，2007），2008 年 1 件（豊増，
2008），2009 年 5 件（窪田ら，2009；村中ら，2009；曽根
ら，2009；福井ら，2009；木村ら，2009），2011 年 5 件
（ 中 村 ら，2011； 若 佐 ら，2011； 小 竹，2011； 真 船，
2011；末永ら，2011），2012 年 2 件（東ら，2012；福嶋，
2012），2013 年 1 件（谷原，2013）であった。
2）新人看護師のメンタルヘルス支援をしている職種
単一の職種が支援をしている研究は，臨床心理士が 4件

（ 中 村 ら，2011； 若 佐 ら，2011； 東 ら，2012； 谷 原，
2013），リエゾン専門看護師が 2件（窪田ら，2009；福嶋，
2012），産業医が 1件（豊増，2008），教育選任看護師長が
1件（村中ら，2009），病棟看護師が 1件（曽根ら，2009）
であった。看護部が主として多職種と支援をしている研究
が 1件（小竹，2011），複数の職種が支援をしている研究
が 3 件（長谷川ら，2007；福井ら，2009；真船，2011），
看護部が主催している研究が 2 件（木村ら，2009；末永
ら，2011）であった。
3）新人看護師へのメンタルヘルス支援に関する論文の
目的

新人看護師のメンタルヘルス支援を行うにあたって掲げ
ている目的は，リアリティショック予防と職場適応が 2件
（木村ら，2009；福嶋，2012），リアリティショック予防と
精神的支援が 1件（中村ら，2011），リフレッシュ・リフ
レクション・職場適応が 1件（小竹，2011），職場適応・
メンタルヘルスサポートが 4件（村中ら，2009；末永ら，
2011；若佐ら，2011；谷原，2013），離職防止が 1件（窪
田ら，2009），ストレス支援が 3件（豊増，2008；曽根ら，
2009；東ら，2012），メンタルヘルス不調者の確認が 1件
（真船，2011），セルフケア能力の向上が 2件（長谷川ら，
2007；福井ら，2009）であった。
4）新人看護師のメンタルヘルス支援の実施時期
年間を通じて支援のプログラムを組んでいるものが 6件

（木村ら，2009；曽根ら，2009；福井ら，2009；村中ら，
2009；小竹，2011；末永ら，2011），入職から 3ヵ月間が
1件（長谷川ら，2007），入職後 3ヵ月目に取り組んでい
るものが 2件（豊増，2008；谷原，2013），入職後～ 11 ヵ
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月頃まで取り組んでいるものが 6件（窪田ら，2009；中村
ら，2011；真船，2011；若佐ら，2011；福嶋，2012；東
ら，2012）であった。

2．新人看護師のメンタルヘルス支援の内容
それぞれの文献に記載されている新人看護師のメンタル

ヘルス支援について，ツールを用いた新人看護師へのメン
タルヘルス支援（表 1），ツールを用いた面談による新人
看護師へのメンタルヘルス支援（表 2），面談を中心にし
た新人看護師へのメンタルヘルス支援（表 3），看護部が
中心となり研修や面談など複合的に行う新人看護師のメン
タルヘルス支援（表 4）というように，支援の方法と内容
から 4つに分類した。以下に，その結果を示す。
1）ツールを用いた新人看護師へのメンタルヘルス支援
（1）概要

使用しているツールは異なっていたが，新人看護師
のストレス対処のための支援という点が共通してい
た。介入は，新人看護師自身に直接行うものと，プリ
セプターに行い間接的に新人看護師のストレス軽減を
図るという 2種類であった。集団認知行動療法は，自
分の考え方のくせを知り，アサーティブな自己表現を
図ることを目標にプログラムが組まれていた。アロマ
テラピーでは，セルフケアの必要性やストレス予防に
関する講義とアロマテラピー基礎知識や具体的な活用
方法についての講義・演習が行われていた。エニアグ
ラムは，新人看護師とプリセプターのエニアグラムを
測定し，プリセプターが新人看護師のエニアグラムの
タイプに合わせた関わり方や指導を受け実践する方法
であった。

（2）支援の結果および効果
集団認知行動療法については，新人看護師の不安が療
法の前後でどのように変化するかを明らかにするために
日本版 STAIを用いて調査が行われていた。その結果，
不安の軽減が見られた。個々の特性を踏まえたストレス
対処の仕方を集団認知行動療法で理解したことが，不安
の軽減につながったと分析されている。さらに，グルー
プワークで行なったため，他の研修者との交流を通して
学びを深めるという効果も述べられている。
アロマテラピーでは，トリートメント実施群・芳香
浴実施群・対照群の 3群に分け，唾液アミラーゼ活性
の測定・職業性ストレス簡易調査票を用いてストレス
の評価を行い，ストレス軽減効果があったことが分析
されている。しかし，アロマテラピー実施群と非実施
群の差異は明確でないことや，1年間での効果測定で
あること，測定が限定されていることから効果が明ら
かであるとはいえないと述べられている。
エニアグラムを使用した支援は，新人看護師とプリ

セプターのコミュニケーションを広げる手段の一つと
なった。しかし，エニアグラムのみをもとにした支援
では，十分な精神的安定を図るには限界があると述べ
られている。

2）ツールを用いた面談による新人看護師へのメンタル
ヘルス支援

（1）概要
ツールには，PCエゴグラム，メンタルヘルスチェ

ックが用いられていた。ツールとともに行われる面談
の方法は，主に個人面談であり，1件のみグループワ
ークを活用していた。面談を行う職種は，すべてが管
理者や直属の上司ではなく，臨床心理士，病院健康管
理室，産業医，産業保健スタッフ等の第三者であった。

（2）支援の結果および効果
新人看護師の支援に他職種の視点が入ることは，職

場での評価とは異なる側面があることに気づく機会と
なっていた。また，ツールを用いた面談による支援
は，新人看護師自身がストレスに関心を向けることに
より，客観的に自分の心の状態を見つめ直し，自己理
解を深めることができたと評価されていた。

3）面談を中心にした新人看護師へのメンタルヘルス支援
（1）概要

目的はすべてリアリティショックを予防し職場適応
を図ることであった。面談方法には，グループカウン
セリングと個人面談があった。グループカウンセリン
グは同じメンバーとファシリテーターで行い，年 2回
行われていた。個人面談は，相談窓口を設置し必要時
に面談を行う形と，1名に年 4回のラウンド面接を行
う形のものがあった。相談窓口を設置する支援では，
研修と併用する方法が取られていた。研修時に，いつ
でも相談できる場があることをアナウンスしていた。
面談の形式は，主に新人看護師がその時に感じている
ことを自由に話す形であった。

（2）支援の結果および効果
ラウンド面接による支援は，新人看護師が客観的に

自分を見つめる機会となっていた。また，支援者が直
属の上司でないため第三者的な立場で話しを聞いても
らえた点を評価している。グループカウンセリング
は，類似した悩みを抱える者同士で語り合う体験によ
り，安心感を得られ，緊張や不安感，抑うつや落ち込
み感等を軽減させ，精神の健康状態を改善する支援策
として意義があったと述べられている。相談窓口の設
置は，職場の中に気楽に相談できる場があることが意
識化され相談件数も増えたと述べられている。リアリ
ティショックや人間関係などの相談は，看護部と連携
して対応策を考え，配置換えなどにより離職を防止す
ることができたと述べられている。
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，
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
に
対
す
る
関

心
・
意
欲
が
も
て
，
そ
の
後
も
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
，
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
実
施
群
と
非
実
施
群
の
差
異
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア

東
ら
，

新
人
看
護
職
員
研

修
に
お
け
る
集
団

認
知
行
動
療
法
導

入
の
効
果
（
20
12
）

1）
早
期
離
職
防
止

の
観
点
か
ら
，

ス
ト
レ
ス
フ
ル

な
状
況
に
あ
る

新
人
看
護
師
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策

2）
集
団
認
知
行
動

療
法
の
実
際
を

通
し
て
，
自
己

の
ス
ト
レ
ス
対

策
の
仕
方
が
わ

か
る

講
義
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
，
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
て
，
集
団
認
知
行
動
療
法
を
実
地

:週
1
回
12
0
分
，

全
3
回

.
1
回
目
「
考
え
方
の
く
せ
を
知
ろ
う
」

①
講
師
か
ら
ス
ト
レ
ス
や
認
知
行
動
療
法
の
基
本
モ
デ
ル
の
説
明

②
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
，
い
つ
も
の
考
え
を
つ
か
む
練
習

2
回
目
「
考
え
方
の
幅
を
広
げ
て
み
よ
う
」

①
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
，
考
え
の
幅
を
広
げ
る
練
習

3
回
目
「
よ
り
よ
い
自
己
表
現
を
身
に
つ
け
よ
う
」

①
自
己
表
現
の
特
徴
の
説
明

②
自
分
の
行
動
の
く
せ
を
知
り
，
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
自
己
表
現
と
は
何
か
の
話
し
合
い

日
本
版

ST
A

Iを
用
い
て
，
新
人
看
護
師
の
不
安
が
ど
の
よ
う
に
集
団
認
知
行
動
療
法
の
後
に
変
化

す
る
の
か
調
査
し
た
。
集
団
認
知
行
動
療
法
の
2
回
目
の
研
修
開
始
前
と
3
回
目
の
研
修
終
了
後
に

実
施
。

研
修
効
果
の
測
定
の
た
め
に
，
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
各
研
修
の
終
了
後
に
実
施
。

6
－
7
ヵ
月
／
臨

床
心
理
士
6
名

・
研
修
前
後
の
不
安
の
変
化
は
，
状
態
不
安
の
段
階
Ⅴ
（
非
常
に
高
い
）

の
比
率
は
，
研
修
前
は
46
％
，
研
修
後
は
15
％
と
著
し
い
減
少
が
見

ら
れ
，
自
分
の
考
え
方
の
く
せ
を
知
り
，
考
え
方
を
少
し
変
え
て
行
動

し
て
み
る
と
い
う
集
団
認
知
行
動
療
法
の
体
験
に
よ
り
，
不
安
が
軽
減

し
た
。

・
各
研
修
の
平
均
得
点
は
4
段
階
評
価
で
3.
6
～
3.
4
点
で
相
対
的
に
高

い
評
価
。
研
修
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル
・
プ
レ
ー
イ
ン

グ
が
研
修
内
容
の
理
解
を
促
進
さ
せ
，
他
の
研
修
者
と
の
交
流
を
通
し

て
学
び
を
深
め
て
い
た
。

・
入
職
し
て
6
ヵ
月
の
時
期
は
，
新
人
看
護
師
は
非
常
に
ス
ト
レ
ス
フ
ル

な
状
況
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
，
こ
の
時
期
に
集
団
認
知
行
動
療
法
を
導

入
し
た
こ
と
で
，
個
々
の
特
性
を
踏
ま
え
た
ス
ト
レ
ス
対
処
の
仕
方
が

わ
か
り
，
不
安
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。

ST
A

Iお
よ
び
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
十
分
に
研
修
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア
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表
2　
ツ
ー
ル
を
用
い
た
面
談
に
よ
る
新
人
看
護
師
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

著
者
，
ﾀｲ
ﾄﾙ

（
発
行
年
）

目
的
・
意
図

主
な
方
法
・
内
容

実
施
時
期

／
担
当
者

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
を
行
な
っ
た
結
果
お
よ
び
効
果

4
つ
の
ケ
ア

長
谷
川
ら
，

新
入
全
職
員
に
対

す
る
｢
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
」

の
導
入
効
果
‐
入

職
3
ヵ
月
間
の
セ

ル
フ
ケ
ア
の
職
種

別
比
較
か
ら

（
20
07
）

ス
ト
レ
ス
に
気

づ
き
，
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る

セ
ル
フ
ケ
ア
能

力
の
向
上

1）
第
1
回
研
修

:ス
ト
レ
ス
の
知
識
の
提
供
，
ス
ト
レ
ス
対
応
力
チ
ェ
ッ
ク
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

実
施
。

入
職
月
／
病
院
健

康
管
理
室

・
81
％
が
入
職
後
3
ヵ
月
の
自
分
に
つ
い
て
振
り
返
り
が
で
き
て
い
た
。

・
10
0％
が
自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

・
92
％
が
自
己
対
処
方
法
が
実
施
で
き
て
い
た
。

・
10
0％
が
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
て
い
た
。

・
健
康
管
理
室
の
産
業
医
に
相
談
に
来
た
者
も
い
た
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア

2）
第
2
回
研
修
に
向
け
て
の
事
前
調
査

:支
援
度
・
相
談
活
動
の
実
施
状
況
。

3
ヵ
月

3）
第
2
回
研
修

:ス
ト
レ
ス
対
処
の
実
施
確
認
・
再
教
育
，
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
内

容
・
ス
ト
レ
ス
対
応
力
チ
ェ
ッ
ク
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
。

4
ヵ
月

豊
増
ら
，

医
療
従
事
者
に
対

す
る
職
場
の
ス
ト

レ
ス
対
策
‐
ス
ト

レ
ス
調
査
と
短
時

間
面
接
の
有
用
性

に
つ
い
て
（
20
08
）

職
場
に
お
け
る

ス
ト
レ
ス
対
策

1）
ス
ト
レ
ス
調
査

:ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
紙
と
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票

2）
個
人
面
接

①
個
人
宛
に
面
接
の
日
時
を
指
定
し
て
15
分
間
の
個
人
面
接
を
行
う
こ
と
を
記
載
し
た
文
書
を

通
知
。

②
面
接
は
病
院
施
設
内
に
あ
る
保
健
室
で
実
施
。

③
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
の
得
点
を
説
明
し
，
現
在
の
体
調
不
良
の
有
無
，
今
一
番
気
に

な
る
こ
と
，
ス
ト
レ
ス
対
処
法
な
ど
を
聴
取
。

3）
面
接
の
評
価
は
，
面
接
前
後
の
拡
張
期
血
圧
と
脈
拍
数
の
変
化
，

PO
M

S
短
縮
版
を
使
用
。

3
ヵ
月
／
大
学
の

産
業
医

・
活
気
以
外
の
気
分
は
い
ず
れ
も
有
意
に
得
点
が
低
下
し
，
血
圧
・
心
拍

数
も
低
下
し
，
面
接
直
後
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
。

・
短
時
間
の
面
接
は
医
療
従
事
者
の
職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
一
つ
と
し
て
有
用
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア

真
船
，

新
人
看
護
師
を
対

象
と
し
た
ス
ト
レ

ス
調
査
と
対
応
個

別
対
応
の
仕
組
み

づ
く
り
と
調
査
に

よ
る
課
題
の
洗
い

出
し
（
20
11
）

新
人
看
護
師
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
の
確
認

1）
ス
ト
レ
ス
調
査

:G
H

Q
に
よ
る
不
調
感
の
確
認
，
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
を
調
査
し
，
結
果
は
親
展
で

返
却
。

2）
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談

①
調
査
結
果
の
面
談
（
結
果
の
見
方
・
活
用
方
法
な
ど
）

②
負
担
や
不
調
が
顕
著
な
場
合
は
，
職
場
の
上
司
，
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
な
ど
現
状
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
，
適
切
な
相
談
先
を
検
討
す
る
。

③
個
人
情
報
保
護
や
得
ら
れ
た
情
報
の
用
途
の
明
示
，
面
談
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
不
利
益
を
な

く
す
配
慮

3）
看
護
部
へ
の
報
告
（
要
望
や
意
見
な
ど
）

1・
2・
9
ヵ
月
／

産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
や
病
院
関
係
者

と
は
異
な
る
第
三

者

・
定
期
的
な
ス
ト
レ
ス
調
査
は
，
負
担
や
不
調
を
振
り
返
る
の
に
有
効
で

あ
る
。

・
セ
ル
フ
ケ
ア

・
事
業
場
内
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ

等
に
よ
る
ケ
ア

若
佐
ら
，

臨
床
心
理
士
に
よ

る
新
卒
看
護
師
支

援
の
試
み
（
20
11
）

新
人
看
護
師
の

職
場
適
応

1）
臨
床
心
理
士
の
リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
講
義
。
相
談
窓
口
の
説
明
。

2）
個
人
面
談

①
全
員
に
2
回

(2
0
～
30
分

)を
行
う
。
1
回
の
面
接
で
不
十
分
だ
と
感
じ
る
人
に
は
，
別
の
面

接
時
間
を
用
意
す
る
。

②
守
秘
義
務
と
看
護
管
理
者
へ
の
報
告
義
務
は
な
い
。
師
長
な
ど
に
よ
る
環
境
改
善
が
必
要
な
場

合
，
新
人
看
護
師
の
了
解
を
得
て
三
者
面
談
実
施
。

③
年
に
1
回
師
長
会
議
で
統
計
的
な
数
値
を
用
い
て
各
病
棟
師
長
に
新
卒
看
護
師
の
相
談
に
つ
い

て
の
報
告
を
行
う
。

④
新
版
東
大
エ
ゴ
グ
ラ
ム
，
仕
事
の
満
足
度
・
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
測
定
実
施
。

1
回
目

:2
－
3
ヵ

月
目
，
2
回
目

:1
0

－
11
ヵ
月
目
／
臨

床
心
理
士

・
臨
床
心
理
士
は
，
職
場
の
仲
間
と
は
別
の
立
場
か
ら
，
守
秘
義
務
を
守

る
中
で
，
自
己
理
解
を
深
め
，
必
要
な
環
境
支
援
が
で
き
る
。

・
年
2
回
の
質
問
紙
調
査
を
通
し
て
，
客
観
的
に
自
分
の
心
の
状
態
を
，

性
格
面
，
満
足
度
，
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
状
態
の
側
面
か
ら
見
つ
め
直
す
機

会
と
な
る
。

・
臨
床
心
理
士
と
い
う
専
門
家
と
と
も
に
行
う
こ
と
は
新
人
看
護
師
に
と

っ
て
有
意
義
な
体
験
と
な
る
。

・
セ
ル
フ
ケ
ア

･
ラ
イ
ン
に
よ
る

ケ
ア

谷
原
ら
，

新
人
看
護
師
の
リ

ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ

ク
に
対
す
る
職
場

適
応
促
進
面
談
の

取
り
組
み
（
20
13
）

職
場
適
応
の
促
進

1）
PC
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の
実
地
（
個
別
面
談
1
週
間
前
）

2）
個
別
面
談
（
1
人
20
分
）

①
職
場
適
応
の
状
況
を
評
価
し
メ
ン
タ
ル
不
調
者
に
は
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

②
PC
エ
ゴ
グ
ラ
ム
で
判
明
し
た
行
動
特
性
を
加
味
し
た
適
応
の
コ
ツ
を
伝
え
る
。

③
本
人
の
許
可
を
得
，
看
護
師
長
に
職
場
適
応
状
況
評
価
と
フ
ォ
ロ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
る

3
ヵ
月
／
臨
床
心

理
士
3
名

・
1
年
間
の
離
職
者
は
0
名
。

・
個
別
の
状
況
に
あ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
し
，
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の

解
説
を
行
い
，
不
安
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。

・
他
職
種
の
視
点
が
入
り
，

PC
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
，
職
場
の
評
価

と
異
な
る
側
面
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア
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表
3　
面
談
を
中
心
に
し
た
新
人
看
護
師
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

著
者
，
ﾀｲ
ﾄﾙ

（
発
行
年
）

目
的
・
意
図

主
な
方
法
・
内
容

実
施
時
期

／
担
当
者

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
を
行
な
っ
た
結
果
お
よ
び
効
果

4
つ
の
ケ
ア

村
中
ら
，

新
人
看
護
職
員
へ

の
サ
ポ
ー
ト
－
寄

り
添
い
，
支
え
る

ラ
ウ
ン
ド
面
接

（
20
09
）

1）
職
場
適
応
の
た

め
の
支
援

2）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
ト

3）
教
育
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
機
能
の
強
化

1）
ラ
ウ
ン
ド
面
接

①
時
間
・
場
所

:事
前
に
当
該
看
護
師
長
と
調
整
す
る
。
1
人
15
分
程
度
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保

持
で
き
る
別
室
で
面
接
を
行
う
。

②
内
容

:新
人
看
護
職
員
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
話
を
す
る
。
新
人
看
護
職
員
が
自
分
自

身
の
あ
り
方
を
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
。

③
現
場
の
教
育
環
境
や
シ
ス
テ
ム
へ
の
介
入
が
必
要
な
場
合
は
，
適
時
看
護
師
長
を
通
じ
て
情
報

提
供
し
調
整
を
行
う
。
新
人
看
護
職
員
中
心
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
選
択
す
る
よ
う
に
心
が
け
，

調
整
に
お
い
て
新
人
看
護
職
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合

は
，
本
人
の
了
解
を
得
る
。

1
年
間
を
通
し
て
，

1
人
4
回
（
3
ヵ
月

に
1
回
）
／
教
育

専
任
看
護
師
長

・
新
人
看
護
職
人
た
ち
は
客
観
的
に
自
分
の
こ
と
を
見
つ
め
，
そ
の
自
分

の
あ
り
方
を
承
認
し
て
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
見
つ
け
出
し
て
い
っ
た
。

・
新
人
看
護
職
員
か
ら
の
評
価
は
，
80
％
以
上
が
ラ
ウ
ン
ド
面
接
が
目
的

に
応
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
評
価
。
直
属
の
上
司
で
は
な
く
，
第
三

者
的
な
立
場
で
話
し
を
聞
い
て
も
ら
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
述
べ
ら
れ
て
い

た
。

・
新
人
看
護
職
員
の
離
職
防
止
の
目
的
も
あ
る
が
，
新
人
看
護
職
員
の
個

別
の
状
況
を
き
め
細
か
く
把
握
し
，タ
イ
ム
リ
ー
に
支
援
で
き
る
こ
と
，

メ
ン
タ
ル
面
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
適
切
に
行
え
る
こ
と
，
現
場
と
の
調
整

機
能
が
発
揮
で
き
た
こ
と
，
新
人
看
護
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
が
効
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

・
セ
ル
フ
ケ
ア

・
ラ
イ
ン
に
よ
る

ケ
ア

窪
田
ら
，

O
JT
の
限
界
を
カ

バ
ー
す
る

O
FF
－

JT
研
修
の
工
夫
と

新
人
看
護
師
の
離

職
防
止
策
（
20
09
）

1）
新
人
看
護
師
の

離
職
防
止

2）
プ
リ
セ
プ
タ

ー
・
プ
リ
セ
プ

テ
ィ
の
心
理
的

距
離
を
近
づ
け

る

1）
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

2･
7
ヵ
月
／
リ
エ

ゾ
ン
専
門
看
護
師

・
セ
ル
フ
ケ
ア

・
ラ
イ
ン
に
よ
る

ケ
ア

2）
相
談
窓
口
（
リ
エ
ゾ
ン
看
護
師
と
元
学
校
長
で
あ
る
副
看
護
部
長
）
の
明
確
化

①
配
属
部
署
を
ラ
ウ
ン
ド
，
新
人
看
護
師
に
声
を
か
け
て
状
況
を
把
握
。

②
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
こ
と
を
伝
え
，
必
要
時
面
接
。

適
宜
／
リ
エ
ゾ
ン

専
門
看
護
師
，
副

看
護
部
長

・
相
談
内
容
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
職
場
内
で
の
人
間
関
係
で
あ

り
，
看
護
課
長
と
連
携
し
対
応
策
を
考
え
，
配
置
換
え
な
ど
に
よ
り
離

職
を
防
止
し
た
。

・
相
談
窓
口
が
上
司
だ
け
で
は
な
く
，
職
場
の
中
に
気
楽
に
相
談
で
き
る

場
と
な
り
，
相
談
件
数
も
増
え
た
。

3）
プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
合
同
研
修

①
ゲ
ー
ム
，
プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
の
自
己
紹
介
と
全
体
紹
介
，
ア
イ
ス
・
ブ
レ
イ
キ

ン
グ

7
ヵ
月
／
看
護
部

・
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
話
し
や
す
い
関
係
が
で
き
る
こ
と
は
，
離
職
の
要
因

に
な
っ
て
い
る
現
代
の
若
者
の
精
神
的
未
熟
さ
や
弱
さ
を
カ
バ
ー
す
る

大
き
な
サ
ポ
ー
ト
と
な
っ
た
。

中
村
ら
，

新
人
看
護
師
の
精

神
的
支
援
策
と
し

て
の
グ
ル
ー
プ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

効
果
（
20
11
）

1）
新
人
看
護
師
の

精
神
的
支
援
対

策
2）
リ
ア
リ
テ
ィ
シ

ョ
ッ
ク
の
予
防

1）
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
以
下

G
.C
と
略
）

①
17
：
30
～
19
：
00
に
心
理
室
に
て
，
配
属
部
署
が
異
な
る
メ
ン
バ
ー
（
6
～
7
名
）
で
構
成

さ
れ
，
2
回
と
も
に
メ
ン
バ
ー
，
臨
床
心
理
士
は
同
じ
。

②
臨
床
心
理
士
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
，
新
人
看
護
師
の
各
々
が
語
り
，
お
互
い
の
意
見

を
交
換
し
合
う

③
内
容

:1
回
目
は
自
己
紹
介
や
現
在
の
仕
事
上
の
悩
み
に
つ
い
て
，
困
っ
た
と
き
苦
し
い
と
き
の

対
処
法
に
つ
い
て
。
2
回
目
は
5
月
以
降
の
近
況
，
対
処
法
は
活
か
せ
て
い
る
か
な
ど
。

2）
G

.C
前
後
に
，
主
観
的
評
価
を
行
な
っ
た
。

2・
6
ヵ
月
／
臨
床

心
理
士

・
類
似
し
た
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
者
同
士
で
語
り
合
う
体
験
は
，
安
心

感
を
得
た
り
，
緊
張
や
不
安
感
，
抑
う
つ
や
落
ち
込
み
感
，
当
惑
し
た

気
分
な
ど
を
軽
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
。

・
G

.C
は
，
問
題
解
決
的
対
処
に
向
か
う
前
段
階
と
し
て
の
精
神
の
健
康

状
態
を
改
善
す
る
支
援
策
と
し
て
意
義
が
あ
っ
た
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア

福
嶋
，

看
護
師
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
支
援

（
20
12
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
支
援

:リ
ア

リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ

ク
を
和
ら
げ
，

職
場
へ
の
適
応

を
支
援
す
る

1）
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

①
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
や
体
験
に
つ
い
て
自
由
に
語
り
合
う
。

適
宜
／
リ
エ
ゾ
ン

精
神
看
護
専
門
看

護
師

・
セ
ル
フ
ケ
ア

・
ラ
イ
ン
に
よ
る

ケ
ア

2）
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
活
動

①
表
情
が
暗
く
元
気
の
な
い
看
護
師
に
声
を
か
け
個
人
相
談
を
す
る
。

②
G

H
Q

-2
8
項
目
版
を
用
い
て
精
神
の
健
康
状
態
を
把
握
し
，
10
点
以
上
の
看
護
師
に
は
個
人
面

談
を
行
う
。

3）
新
採
用
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

①
仲
間
と
主
に
思
い
を
共
有
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
図
る
機
会
。

②
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ス
ト
レ
ス
へ
の
気
づ
き
と
対
処
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
）

2･
6
ヵ
月
／
リ
エ

ゾ
ン
専
門
看
護
師

同
期
の
仲
間
と
様
々
な
思
い
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
苦
し
い
の
は

自
分
だ
け
で
は
な
い
と
わ
か
っ
て
安
堵
感
を
得
た
。
仲
間
の
言
葉
に
力

を
得
て
，
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
に
つ
な
が
っ
た
。
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表
4　
看
護
部
が
中
心
と
な
り
研
修
や
面
談
な
ど
複
合
的
に
行
う
新
人
看
護
師
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

著
者
，
ﾀｲ
ﾄﾙ

（
発
行
年
）

目
的

主
な
方
法
・
内
容

実
施
時
期

／
担
当
者

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
を
行
な
っ
た
結
果
･
効
果

4
つ
の
ケ
ア

木
村
ら
，

新
人
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
支
援

（
20
09
）

リ
ア
リ
テ
ィ
シ

ョ
ッ
ク
を
乗
り

越
え
職
場
に
適

応
で
き
る

1）
新
人
看
護
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

①
技
術
演
習
に
加
え
，
遠
足
，
サ
バ
イ
バ
ル
宿
泊
研
修
な
ど
。

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
室
の
保
健
師
も
参
加
し
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
。

③
卒
後
2
～
3
年
目
の
看
護
師
よ
り
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

1･
2・
3･
6･
9･
10
･1
2

ヵ
月

・
研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
，
｢
先
輩
看
護
師
の
話
が
良
か
っ
た
｣｢
心
に
ジ

ー
ン
と
き
た
｣｢
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
｣
な
ど
の
感
想
。

・
セ
ル
フ
ケ
ア

・
ラ
イ
ン
に
よ
る
ケ

ア

2）
研
修
前
後
ア
ン
ケ
ー
ト

①
研
修
前
に
気
持
ち
に
合
う
フ
ェ
ー
ス
マ
ー
ク
を
選
び
，
不
安
を
自
分
の
言
葉
で
記
入
。

②
教
育
委
員
会
で
一
覧
リ
ス
ト
を
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室
の
保
健
師
に
渡
し
，
サ
ポ
ー
ト
時
の
参
考
デ
ー

タ
と
し
て
活
用
。

③
低
い
フ
ェ
ー
ス
に
マ
ー
ク
し
た
新
人
看
護
師
を
洗
い
出
し
，
教
育
担
当
副
部
長
や
看
護
部
長
が
意
識
的

に
声
を
か
け
た
り
，
直
接
話
が
で
き
る
場
を
設
定
す
る
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
自
分
を
振
り
返
り
，
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。

3）
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室
で
の
3
回
の
定
期
面
談
（
勤
務
内
に
予
約
制

:1
人
1
時
間
）

①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
，
最
近
の
状
況
，
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
・
悲
し
か
っ
た
こ
と
，
サ
ポ
ー
ト
，
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
対
処
法

②
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
，
3
ヵ
月
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
紹
介
，
最
近
の
状
況
，
サ
ポ
ー
ト
，
自
分
の

リ
ソ
ー
ス

③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
，
セ
ル
フ
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
，
最
近
の
状
況
，
セ
ル
フ
・
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
，

今
ま
で
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人
や
事
柄

2
～
3･
6･
9
ヵ
月
／

保
健
師
1
名
配
置

・
話
し
を
聞
い
て
も
ら
え
る
と
，
仕
事
を
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
，
元
気
に
な

れ
た
，
心
が
軽
く
な
っ
た
，
気
持
ち
が
整
理
で
き
る

・
話
し
を
聞
い
て
も
ら
え
る
場
所
が
あ
る
こ
と
が
良
い

・
勤
務
時
間
中
で
，
少
し
緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ
て
，
ほ
っ
て
で
き
た
こ
と
が

よ
か
っ
た

・
落
ち
込
ん
だ
と
き
，
自
分
を
認
め
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た

・
看
護
師
長
が
予
約
し
て
く
れ
た
こ
と
で
，
参
加
し
や
す
か
っ
た

4）
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室
で
の
定
期
外
面
談
（
予
約
制
）

本
人
の
希
望
や
所
属
部
署
師
長
か
ら
の
勧
め
・
紹
介
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
個
別
相
談
に
応
じ
て
，
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
ア
ッ
プ
，
問
題
解
決
や
意
思
決
定
能
力
を
高
め
る
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
必
要

に
応
じ
て
，
継
続
面
談
，
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
，
資
料
提
供
を
行
う
。

適
宜

小
竹
，

 リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
研

修
を
導
入
し
た
宿
泊

研
修
と
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
サ
ポ
ー
ト

（
20
11
）

1）
宿
泊
研
修
：
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と

リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
目
的
に
を

行
う
。

2）
ス
ト
レ
ス
調
査

と
面
談
：
新
人

看
護
師
の
職
場

適
応
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
。

1）
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
修
を
導
入
し
た
宿
泊
研
修

①
内
容
：
野
外
活
動
，
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

2
ヵ
月
／
教
育
担
当

副
部
長
1
名

看
護
師
長
10
名

｢
自
然
の
中
で
グ
ル
ー
プ
の
人
と
協
力
も
で
き
楽
し
か
っ
た
｣{
仕
事
を
忘
れ
，

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
｣
な
ど
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
と
い
う
目
的
は

達
成
し
た
。
｢
自
分
の
行
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」

｢
自
分
だ
け
が
き
つ
い
ん
じ
ゃ
な
い
と
わ
か
り
救
わ
れ
た
｣
な
ど
研
修
者
の
気

持
ち
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
参
加
者
で
共
有
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。

・
セ
ル
フ
ケ
ア

・
事
業
場
内
産
業
保

健
ス
タ
ッ
フ
等
に

よ
る
ケ
ア

2）
生
き
い
き
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

①
内
容

:精
神
健
康
度
調
査
表
12
項
目
版
，
仕
事
の
負
担
感
，
新
人
特
有
の
負
担
感

②
検
査
結
果
は
封
入
し
て
回
答
者
本
人
に
親
展
で
返
却

入
職
時
・
2・
9ヵ
月

3）
調
査
結
果
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
（
全
員
）

①
内
容

:結
果
の
見
方
や
活
用
方
法
，
現
状
と
調
査
結
果
へ
の
所
感
の
確
認
，
相
談
窓
口
の
案
内
，
相
談
・

受
診
の
勧
奨
な
ど
。

②
新
人
看
護
師
の
負
担
が
顕
著
な
場
合
に
は
，
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
，
職
場
の
上
司
，
産
業
ス
タ
ッ

フ
，
医
療
機
関
へ
の
受
診
も
含
め
て
適
切
な
相
談
先
を
検
討
。

3-
4
ヵ
月
／
産
業
保

健
ス
タ
ッ
フ
や
病
院

関
係
者
と
は
異
な
る

第
三
者

末
永
ら
，

病
院
全
体
で
取
り
組

む
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
の
取
り
組
み
－
多

重
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
（
20
11
）

新
人
看
護
師
の
メ

ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

1）
看
護
部
主
催
の
懇
親
会

3
ヵ
月

管
理
職
と
面
識
が
で
き
た
。
安
心
感
が
あ
る
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア

2）
臨
床
心
理
士
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

2
ヵ
月
／
臨
床
心
理

士

自
分
の
感
情
を
抑
え
る
の
で
は
な
く
，
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
へ
の
気
づ
き

が
認
め
ら
れ
た
。
新
人
支
援
副
師
長
へ
の
相
談
が
増
加
し
，
業
務
上
の
ス
ト
レ

ス
軽
減
，
ス
タ
ッ
フ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
に
つ
な
が
っ
た
。

3）
教
育
担
当
副
看
護
師
長
と
臨
床
心
理
士
が
進
行
役
を
務
め
る
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

4
ヵ
月
／
教
育
担
当

副
看
護
部
長
，
臨
床

心
理
士

病
棟
を
超
え
て
新
人
同
士
で
意
見
交
換
が
で
き
，
感
情
の
共
有
，
孤
独
感
の
軽

減
な
ど
が
で
き
た
。

4）
新
人
支
援
サ
ポ
ー
ト
副
師
長
に
よ
る
各
病
棟
の
新
人
支
援
副
師
長
に
対
す
る
実
態
調
査
結
果
と
指
導
上

の
注
意
点
・
方
法
を
伝
達
。

新
人
サ
ポ
ー
ト
副
師

長
年
間
を
通
じ
て
実
態
に
合
っ
た
院
内
教
育
の
質
が
確
保
さ
れ
，
教
育
担
当
者
の

意
識
の
向
上
も
見
ら
れ
た
。

5）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

:リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

4・
9
ヵ
月

自
身
の
ス
ト
レ
ス
を
自
覚
し
，
ス
ト
レ
ス
に
関
心
を
払
う
機
会
と
な
っ
た
。

6）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

:ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

10
ヵ
月

7）
離
職
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

11
ヵ
月

8）
個
人
面
談
。
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
傾
向
の
対
象
者
を
無
作
為
に
選
択
し
，
病
棟
外
の
個
室
で
15
～
30
分
の

個
人
面
談
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
に
対
す
る
タ
イ
プ
別
ス
ト
レ
ス
対
処
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4）看護部が中心となり研修や面談など複合的に行う新
人看護師のメンタルヘルス支援

（1）概要
目的は，職場適応，リフレッシュやストレス調査な
ど様々であった。支援内容も多岐に渡っていた。1件
は，新人看護師フォローアップ研修・研修前後のアン
ケート・メンタルサポート室での定期・定期外面談で
あった。1件は，リフレクション研修を導入した宿泊
研修・生きいき生活アンケート調査・調査結果フィー
ドバック面談であった。1 件は，看護部主催の懇談
会・臨床心理士による新人看護師のメンタルヘルス研
修・グループミーティング・メンタルヘルスチェッ
ク・離職に関するアンケート・個人面談であった。共
通点は，研修会の開催，アンケート調査とそれに基づ
く面談が行われていたことである。面談は，保健師や
産業保健スタッフなど病院関係者とは異なる第三者，
直属の上司でない教育担当者が行なっていた。

（2）支援の結果および効果
看護部が中心で行う支援 3件は，支援内容が多彩で
あるため詳細な内容の結果は述べられていなかった
が，新人看護師からアンケートを通じて以下の感想が
聞かれた。「新人看護師フォローアップ研修は，卒後
2～ 3年目の看護師の励ましのメッセージが心に響き
頑張ろうという気持ちになった」「リフレクション研
修を導入した宿泊研修は，自然の中でリフレッシュが
図れ，自分の行動を振り返ることができ頑張ろうと思
えた」「病院全体で取り組むメンタルヘルスサポート
の取り組みは，新人同士での意見交換が，感情の共
有，孤独感の軽減になった」「自身のストレスが自覚
できるようになった」

3．職場のメンタルヘルス対策に必要な 4つのケア
セルフケアの観点での支援は，15 件すべてで行われて
いた。ラインによるケアの観点での支援は，5件（村中ら，
2009；窪田ら，2009；木村ら，2009；若佐ら，2011；福
嶋，2012）で行われていた。事業場内産業保健スタッフ等
によるケアの観点での支援は，2件（小竹，2011；真船，
2011）で行われていた。事業場外資源によるケアの観点で
の支援に関する記載がある文献はなかった。

Ⅵ．考　察

1．対象文献の年次変化
対象文献は，2007 年より研究が行われ，2009，2011 年
は 5 件と一番多い。新人看護師の離職率が高いことから，
2010 年から新人看護職員研修が義務付けられた影響で，
新人看護師へのメンタルヘルス支援に関する研究が増えた

と考えられる。新卒看護師のリアリティショックの研究動
向（糸嶺，2013）によれば，2000 年前後に研究の数が急
激に増加し，2007 年にピークがあるという。その傾向と
は似ているが，新人看護師のメンタルヘルス支援の研究数
は少し遅れてピークが来ている。その理由は，以下のよう
に推察される。新人看護師の離職率が高いため，離職の解
明や防止のためにリアリティショックの研究（後藤ら，
2007；佐居ら，2007；平賀ら，2007；水田，2004）が行わ
れた。研究の結果，リアリティショックの回復を妨げる要
因として，新人看護師の不安感，不調和，自尊感情の低下
などが挙げられた。この結果から，新人看護師のメンタル
ヘルス支援の必要性が示唆された。そこで，新人看護師の
メンタルヘルス支援の研究が行われるようになった。

2．新人看護師へのメンタルヘルス支援の現状
4 つのケアの観点に沿って，支援方法が新人看護師のメ

ンタルヘルスへどのように影響したか考察をする。
1）セルフケア
横田（2012）は労働者のセルフケア力を高めるために

は，1次予防の観点から対象者の健康保持増進を目的とし
て労働者のストレス対処法の獲得，2次予防である早期発
見・治療を目的として自分自身の心身の状態や人間関係に
ついての「気づき」への支援が重要であると述べている。
1次予防の観点では，15 件中 11 件がセルフケアの重要性
やストレスマネジメント研修という正しい理解を促す支援
が行われていた。2 次予防としては，ストレス調査・PC
エゴグラム・集団認知行動療法などのツールを用いて「気
づき」への支援を行うことやグループワーク・研修を通じ
て自己の振り返りを行う方法が行われていた。
ツールとしてはストレス調査を活用している文献が，15

件中 7件に見られた。ストレス調査だけで終わらせること
なく，調査後のフィードバック面談を取り入れ，個々人に
合わせた支援を行なっていた。新人看護師が受けるストレ
ス調査後のフィードバック面談は，ストレスに気づき適切
な対処行動が取れるとともに，他者の視点が入り客観的に
自己を振り返る機会になると考えられる。三觜（2013）
は，ツールで多く使用されているストレス調査について，
職場のストレス状況を把握することができるため，ライン
によるケアへつなぐことができると述べている。ストレス
調査は，スクリーニングの役目も担い，メンタルヘルス不
調者の早期発見・早期対応につながるといえる。
2）ラインによるケア
ラインによるケアで大切なのは，管理監督者が「いつも

と違う」部下に早く気づくことである（厚生労働省，
2012；三觜，2013）。新人看護師へのメンタルヘルス支援
では，所属部署師長や副看護部長，管理監督者ではないが
リエゾン専門看護師が，病棟ラウンドや面談によって，
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「いつもと違う」様子の新人看護師の把握を行なっていた。
新人看護師からの相談では，臨床心理士や産業医による個
人面談が行われていた。その際，新人看護師の職場環境等
の問題点を，管理監督者へフィードバックしていた。この
ように，管理監督者が新人看護師の様子や職場環境を把握
しやすいように体制を整えたことで，新人看護師の心の健
康問題の早期発見・早期対応を可能にしたといえる。新人
看護師からの相談に関する支援の共通点は，管理監督者や
直属の上司が行わない点である。池田（2007）は，相談す
る内容が周りにもれ，人事管理上のリストラの対象とされ
るなど，不利益を被る危惧があれば相談者は安心して悩み
を打ち明けられないと述べている。そのような危惧をせず
に安心して打ち明けられる場所の確保に配慮していると考
えられる。また，臨床心理士や産業医，リエゾン専門看護
師などのメンタルヘルスの専門家による面談は，新人看護
師自身が客観的に捉えるには効果的と考える。
管理監督者が，新人看護師の「いつもと違う」様子に気

づき早期に対応してくれることや，守秘義務を守りながら
信頼できる人に話を聞いてもらえる経験をすることは，新
人看護師自身の職場に対しての信頼が増し，新人看護師の
職場適応を促すことにつながると考えられる。このような
ラインによるケアは，職場からケアを受けていると実感で
きる新人看護師のメンタルヘルス支援ではないかと考え
る。
3）事業場内産業保健スタッフ等などによるケア
平（2012）は，メンタルヘルス不調者が発生した場合，
労働者自身，または管理監督者が相談できる場があること
が大切で，事業場外資源の案内や利用方法が事前に周知さ
れていることが望ましいと述べている。新人看護師のメン
タルヘルス支援では，新人看護師の負担が顕著な場合，産
業保健スタッフが医療機関への受診を含めて相談先を検討
していた。産業保健スタッフが，事業場外資源の検討を行
なったことは述べられているが，事前に案内や利用方法を
周知していたかは述べられていなかった。堤（2012）は，
相談しやすい医療機関の確保や専門医との連携の必要性を
述べている。事業場外資源との連携は，メンタルヘルス不
調者への早期対応を図ることにつながると考えられる。ま
た，事業場外資源の案内や利用方法が周知されれば，新人
看護師のメンタルヘルスへの意識付けとなり，セルフケア
向上にも役立つと考えられる。
事業場内産業保健スタッフ等は，セルフケアおよびライ

ンによるケアが効果的に実施されるように，労働者および
管理監督者に対する支援を行う必要がある（厚生労働省，
2012）。五十嵐（2012）は，4 つのケアの中でラインによ
るケアは重要と述べている。そのために各層の管理監督者
に，正しいメンタルヘルスの知識を伝え，部下に何か変化
があった場合に，早期発見・早期対応ができるような教育

の実施の必要性をあげている。対象文献には，この支援に
関する記載はなかった。新人看護師にとって身近な上司
が，メンタルヘルス不調者に対して適切な対応ができると
いうことは，新人看護師にとって安心して働くことにつな
がる。そのことは新人看護師へのメンタルヘルス支援にも
つながるため，管理監督者へのメンタルヘルス教育の充実
が必要であると考える。
4）事業場外資源によるケア
対象文献からは，事業場外資源によるケアの記載はなか

った。事業場内産業保健スタッフが，事業場外資源と連携
しネットワーを形成することは，メンタルヘルス不調者の
早期発見・早期対応につながるものである（厚生労働省，
2006）。事業場外資源を利用する必要が生じた場合に，ス
ムーズに活用することができるネットワークがあること
は，新人看護師はもちろんのこと，管理監督者にとっても
安心して働くことができると考えられる。よって，事業場
外資源によるケアの実践に関する研究を行うことが必要で
あると考えられた。

3．新人看護師へのメンタルヘルス支援の今後の課題
1）新人看護師のメンタルヘルス支援の時期
新人看護師のメンタルヘルス支援の多くは入職後早期に

実践されていた。真船（2011）は，新人看護師の精神健康
度 GHQを測定した結果で，入職 1ヵ月後に急激に悪化し，
その後少しずつ軽快，9ヵ月以降も比較的強い不調が持続
すると報告している。入職後早期に支援を開始し，継続的
に支援体制を図ることが重要と考えられる。
2）新人看護師のメンタルヘルス支援の評価
新人看護師のメンタルヘルス支援の評価は，支援の前後

に不安やストレスの変化の測定を行なっているものが 3件
であった。他には，新人看護師の感想により評価を行なっ
ているものが 6件，離職者数で評価をおこなっているもの
が 3件であった。支援の評価方法は様々であるといえる。
新人看護師のメンタルヘルス支援には，様々な要因が関与
しており，何かの支援が効果的であったと評価することが
難しいといえる。しかし，メンタルヘルス支援が長期的，
計画的に実践されることが重要であり，詳細な実践の目
的・目標を掲げ，どの程度達成されたか評価し課題を導く
必要があると考える。

Ⅶ．結　論

1．新人看護師へのメンタルヘルス支援は，ツールを用
いた支援，ツールを用いた面談による支援，面談を中心に
した支援，看護部が中心となり研修や面談など複合的に行
う支援の 4つに分類できた。
2．新人看護師へのメンタルヘルス支援は，入職後早期
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から行われていた。新人看護師は，入職後早期からストレ
スが高い状態であることから，入職後早期にメンタルヘル
ス支援を開始し，継続的に実践することが必要と考えられ
た。
3．職場のメンタルヘルス対策に必要な 4つのケアの視
点では，「セルフケア」がすべての文献に取り入れられて
いた。「事業場外資源によるケア」が取り入れられた記載
はなかった。メンタルヘルス不調者の早期発見・早期対応
の観点からも，事業場外資源によるケアの実践に関する研
究を行うことが必要である。 
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【要旨】　新人看護師へのメンタルヘルス支援の現状と課題を明らかにすることを目的に，新人看護師へメンタルヘルス支援の実践
について研究をしている 15 件を対象に文献検討を行った。支援の方法は，「ツールを用いた支援」，「ツールを用いた面談による支
援」，「面談を中心にした支援」，「看護部が中心となり研修や面談など複合的に行う支援」の 4つに分類された。どの支援も介入時
期は入職後早期から行われていた。職場のメンタルヘルス対策に必要な 4つのケアの視点では，「セルフケア」が全ての文献に取
り入れられていた。「事業場外資源によるケア」が取り入れられた記載はなかった。
　新人看護師は，入職後早期からストレスが高い状態であることから，入職後早期にメンタルヘルス支援を実践し，継続的に行う
ことが必要である。また，メンタルヘルス不調者の早期発見・早期対応の観点から，事業場外資源によるケアに関する研究を行う
必要性があると考えられた。

受付日 2014 年 7 月 30 日　採用決定日 2014 年 11 月 12 日　　　



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


